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　人口の動き

　9月1日現在
男5，127（一1）

女5，197（一1）

計10，324（一2）
世帯数2，352（一4）

（）内は前月比較

発行川西町・町長根津正三　編集企画室広報係　定価1部5円　印刷　白南風社

聾

　49年秋から進められていた川西ダムの
築堤工事がこのほど終わりました。

　堤長170m堤高43mとか。

　築堤最後の土が大型ダンプで運ばれると、

待ちかまえた関係者から、いっせいにはく

手が起こりました。

避

羅

9月の休日救急医　　　・…・・………・・…・…・§

：　11日至誠堂医院2－3276　i

i15日池田医院2－2581i
＝18日山口医院2－2174i
i23日富田医院2－3269i
i25日庭野医院2－27”i

　　◎㊥◎◎㊥＠
　　　　9月14・21・28日・10月5日
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議会報告

ろ9

人
事
を
決
め
る

　議
目，髭

水圭水
品
正

　
新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
新
・
旧
ま
じ
え
た
二
十
二
名
の
初
議
会
は
、
去
る

一
日
に
招
集
、
任
期
発
生
に
歩
調
を
そ
ろ
え
、
正
・

副
議
長
や
各
常
任
委
員
長
の
選
挙
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

議
会
人
事
に
終
始
し
ま
し
た
。

　
以
下
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

　
会
期
一
日
で
開
か
れ
た
こ
の
臨
時
議

会
は
、
こ
と
し
に
入
っ
て
通
算
五
回
目
。

議
会
活
動
は
、
一
日
の
空
白
も
許
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
過
去
に
お
い
て
も
人
事

を
構
成
す
る
の
は
、
任
期
発
生
の
と
き

が
な
ら
わ
し
で
す
。

議　
　
萎

平野議長

　
　
　
　
　
長

　
　
　
　
　
議

　
　
　
　
　
副

　
　
　
　
　
品

蟹
驚
水

　
従
っ
て
、
こ
の
日
も
、
人
事
案
件
の

み
に
し
ぼ
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
時
に
開
会
さ
れ
た
議
会
は
、
初
議

会
に
ふ
さ
わ
し
く
、
町
長
の
あ
い
さ
つ

議
員
の
自
己
紹
介
、
仮
議
席
の
指
定
な

ど
の
後
、
議
長
選
挙
な
ど
の
日
程
に
入

り
ま
し
た
。

　
議
長
、
副
議
長
の
ポ
ス
ト
は
い
ず
れ

も
投
票
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
結
果
、
議
長
に
は
平
野
圭
二
氏
が

ま
た
、
副
議
長
に
は
水
品
正
一
郎
氏
が

選
ば
れ
ま
し
た
．

　
ま
た
、
常
任
委
員
長
は
、
総
文
戸
田

専
治
氏
、
産
厚
登
坂
茂
氏
、
建
社
戸
田

哲
次
氏
と
決
ま
っ
た
ほ
か
、
各
議
員
の

所
属
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
◎
印
委
員
長

　
　
　
　
O
印
副
委
員
長

囹
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
◎
戸
田
　
専
治
　
O
小
林
　
正
人

　
水
品
正
一
郎
　

小
川
東
平

　
羽
鳥
　
欣
一
　
　
高
橋
　
文
一

　
押
木
元
男

囹
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

一
氏

　
　
　
一
郎
氏

選
ぴ
ま
し
た
．

　
田
中
与
三
郎
　
　
若
山
　
三
郎

　
羽
鳥
　
欣
一
　
　
桑
原
　
要
雄

　
前
後
し
ま
す
が

任
期
最
後
と
な
っ

た
臨
時
議
会
が
、

先
月
二
十
九
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
は
八
件
の

ほ
か
、
議
員
か
ら

の
発
議
案
が
一
件

八
月
三
十
一
日
で

し
り
ぞ
か
れ
る
議

員
も
多
く
、
感
慨

も
ひ
と
し
お
の
風

情
で
、
長
年
ご
活

躍
さ
れ
た
労
を
ね

ぎ
ら
う
最
終
議
会

と
も
な
り
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主

な
も
の
は

◎
町
道
元
町
中
子

環
状
線
舗
装
工
事

　
従
来
、
町
が
工
事
な
ど
の
請
負
契
約
．

を
す
る
場
合
、
二
勇
円
以
上
は
議
会
ん

◎
登
坂
　
茂
O
清
水

桑
原
要
雄
　
若
山

丸
山
久
一
郎
　
小
海

保
坂
次
夫

貞三守
治郎平

囹
建
設
社
会
常
任
委
員
会

◎
戸
田
哲
次

田
中
与
三
郎

高
橋
弥
太
郎

滋
野
　
一
郎

O
平
野
義
一

田
中
　
茂

小
川
清
次

　
そ
の
他
の
人
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
十
日
町
市
．
川
西
町
．
中
里
村
伝
染

　
病
舎
組
合
議
員

　
平
野
圭
二
登
坂
茂

▽
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
員

　
水
品
正
一
郎
田
中
茂

滋
野
　
一
郎

▽
十
日
町
市
．
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
議
会
議
員

　
平
野
圭
二
　
　
登
坂
　
　
茂

清
水
守
平

　
な
お
、
国
保
運
営
協
議
会
委
員
の
公

益
を
代
表
す
る
委
員
に
、
次
の
四
氏
を

8／29…さよなら議会≡
国保制度の改善強化

　　　　意見書の提出など

　
請
負
契
約
の
締
結
。

　
延
長
八
百
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
五
メ
ー

ト
ル
の
ほ
か
、
U
字
溝
伏
替
え
、
ガ
ー

ド
ケ
ー
ブ
ル
取
り
付
け
な
ど
、
金
額
は

三
千
五
百
万
円
で
、
丸
山
工
務
所
の
施

工
と
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
ぴ

　
財
産
取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
．

…
一
＝
＝
≡
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
≡
＝
－
＝
＝
＝
＝
＝
＝
－
＝
≡
≡
一
＝
＝
＝
≡
＝
－
一
≡
一
＝
＝
＝
≡
…
≡
＝
≡
≡
≡
一
≡
≡
…
＝
＝
＝
≡
＝
＝
…
一
＝
＝
一
≡
≡

　
　
　
　
、
．
、
蟹
■

、
羅
蟹

　
　
　
麟
繊

戸田㈲総文委員長

　　　　レ
　　蟹璽
登坂産厚委員長

戸田（暫）建社委員長

の
議
決
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

改
正
に
よ
り
三
千
万
円
以
上
と
な
り
ま

し
た
。

◎
字
の
区
域
の
変
更

　
ほ
場
整
備
事
業
の
新
し
い
区
画
に
大

字
堺
を
そ
ろ
え
る
た
め
行
わ
れ
る
も
の

で
、
千
手
、
上
野
、
橘
の
一
部
を
変
更

し
ま
し
た
．

◎
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
善
強
化
に

　
関
す
る
意
見
書
。

　
議
員
発
議
に
よ
る
も
の
で
、
療
養
費

に
対
す
る
国
庫
負
担
制
度
の
強
化
な
ど

を
柱
に
し
た
、
制
度
全
体
の
充
実
を
要

望
す
る
も
の
で
す
。

　
議
決
と
と
も
に
、
厚
生
省
、
大
蔵
省

自
治
省
な
ど
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

●
0
0
0
■
0
0
置
0
巳
ー
0
0
9
●
1
9
ー
■
薩
■
9
0
1
0
瞳
0
巳
0
0
■
■
■
ー
1
■
■
0
■
9
0
■
■

　
一
日
の
臨
時
会
に
引
続
い
て
、
五
日

か
ら
は
、
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
一
般
会
計
の
補
正
、
町
民

体
育
館
の
請
負
契
約
な
ど
、
こ
れ
ら
の

細
部
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

0
9
●
0
8
臼
■
●
0
8
璽
■
贋
■
0
■
0
■
0
8
1
0
0
■
9
0
0
0
0
0
■
■
0
0
9
9
0
■
．
●
0
0
．

和
久
井
・
田
中
き
ん

議
員
三
十
年
の
表
彰

　
木
落
の
和
久
井
精
一
さ
ん
と
、
山
野

田
の
田
中
与
三
郎
さ
ん
の
お
二
人
は
、

先
に
開
か
れ
た
県
町
村
議
会
議
長
会
の

総
会
に
お
い
て
、
議
員
勤
続
三
十
年
以

上
の
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
人
は
、
と
も
に
昭
和
二
十
二
年
四

月
三
十
日
の
地
方
自
治
法
施
行
と
と
も

に
議
員
と
な
ら
れ
、
以
来
、
連
続
三
十

年
間
、
地
方
自
治
に
貢
献
さ
れ
た
も
の
。

　
本
年
は
、
地
方
自
治
法
施
行
三
十
周

年
に
も
あ
た
り
、
自
治
功
労
者
と
し
て

特
別
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　、

ゐ・

　●

く
　●

し

●
　
廃
疾
認
定
日
が

き
　
　
短
縮
さ
れ
ま
し
た

　

ん
い
ま
ま
で
、
国
民
年
金
の
障
害

のね
障
金
を
受
け
る
必
要
な
条
件
は
、

　
　
一
初
め
て
医
者
に
か
か
っ
た
日
（
初

診
日
）
か
ら
三
年
経
っ
た
日
、
ま

た
は
三
年
以
内
で
も
そ
れ
以
上
よ

く
な
ら
な
い
状
態
、
す
な
わ
ち
病

気
の
症
状
が
固
定
し
て
し
ま
っ
た

日
（
廃
疾
認
定
日
）
に
お
い
て
国

民
年
金
法
で
定
め
ら
れ
た
廃
疾
の

状
態
に
あ
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
し
た
が
つ
て
、
病
気
や
ケ
ガ
に

な
っ
て
か
ら
三
年
以
上
経
た
な
い

と
、
年
金
を
受
け
る
資
格
が
生
じ

な
い
こ
と
か
ら
、
障
害
者
の
中
に

は
、
不
安
定
な
生
活
を
お
く
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
障
害

年
金
の
支
給
を
早
め
て
、
生
活
の

安
定
を
は
か
る
た
め
に
、
廃
疾
認

定
日
は
、
こ
と
し
の
八
月
か
ら
、

従
来
の
三
年
目
と
い
う
期
間
が
一

年
六
か
月
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
障
害
年
金
を
受
け
る
も

う
一
つ
の
条
件
は
、
初
診
日
前
の

保
険
料
が
一
年
間
納
付
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
・
制
度
が
改
善
さ
れ
て

も
、
保
険
料
の
未
納
が
原
因
で
年

金
を
受
け
ら
れ
な
く
て
は
、
絵
に

書
い
た
モ
チ
に
終
わ
り
ま
す
の
で

保
険
料
は
、
決
め
ら
れ
た
期
限
ま

で
に
、
必
ず
キ
チ
ン
と
納
め
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
年
金
の
お
た
ず
ね
は
、
役
場
社

会
課
（
有
二
一
三
二
）
へ
ど
う
ぞ
。
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所
得
制
限
が
か
ん
わ
さ
れ
ま
し
た

“
児
童
扶
養
手
当
”

　
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

る
「
児
童
扶
養
手
当
」
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。

　
た
と
え
ま
、

　
　
　
　
ご

◎
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

◎
父
が
死
亡
し
た
児
童

◎
父
が
法
に
定
め
ら
れ
た
障
害
の
状
態

　
に
あ
る
児
童

◎
未
婚
の
母
の
児
童
で
父
が
い
な
い
、

　
と
い
う
よ
う
な
人
を
対
象
に
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
．

　
手
当
の
支
給
額
は
、
児
童
一
人
の
場

合
一
万
七
千
六
百
円
、
二
人
の
場
合
一

万
九
千
六
百
円
、
三
人
以
上
に
な
る
と

一
人
増
す
ご
と
に
四
百
円
加
算
さ
れ
ま

す
。
　
（
支
払
い
は
、
五
、
九
、
　
一
月
）

　
こ
の
手
当
に
は
、
所
得
に
よ
る
支
給

制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
と
し
か
ら
、

こ
の
所
得
制
限
が
か
ん
わ
さ
れ
て
い
ま

す
。
支
給
制
限
額
は
役
場
年
金
係
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

心
障
児
の
扶
養

手
当
も
増
額

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
、

家
庭
で
養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
、
　
「
特

別
児
童
扶
養
手
当
」
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
身
体
機
能
の
障
害
や
知
恵

お
く
れ
の
た
め
に
、
一
級
ま
た
は
二
級

に
該
当
す
る
重
い
障
害
が
あ
る
二
十
歳

未
満
の
障
害
児
を
対
象
に
支
給
す
る
も

の
で
す
。
　
（
二
十
歳
以
上
は
、
障
害
福

祉
年
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
）

　
手
当
の
額
は
、
こ
と
し
八
月
の
改
正

で
、
一
級
障
害
は
月
二
万
二
千
五
百
円

二
級
は
一
万
五
千
円
で
す
。

　
こ
の
手
当
も
、
所
得
に
よ
る
支
給
制

限
が
あ
り
、
養
育
者
の
収
入
が
一
定
額

以
上
の
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
所
得
制
限
額
等
を
知
り
た
い
方
は
、

役
場
年
金
係
ま
で
ど
う
ぞ
。

年
金
係
へ
の
ご
連
絡
は

有
線
二
＝
ニ
ニ
番
が
便

利
で
す
。

来
月
か
ら

“
赤
い
羽
根
”

　
　
よ
ろ
し
く
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤

10月1日から

農業共済シリーズ………・・⑤

　水稲損害評価のしくみ
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＝
＝
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＝
＝
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＝
一
＝

　
　
人
に
は
人
の
“
血
”
が
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
ま
っ
た
な
し
の
病
気
や
、
不
時
の
災

害
、
事
故
の
と
き
、
ど
う
し
て
も
必
要

な
の
が
き
れ
い
な
血
液
で
す
．

　
人
間
の
血
液
は
、
人
間
の
血
液
で
な

い
と
輸
血
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
大
切
な

血
液
の
備
え
が
あ
っ
て
こ
そ
、
安
心
で

き
る
わ
け
で
、
そ
の
た
め
に
献
血
と
い

う
相
互
扶
助
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　
健
康
な
と
き
に
は
、
す
す
ん
で
献
血

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
次
の
日
程
で
献
血
車
ゆ
う
あ
い
号
が

町
に
来
ま
す
。

※
と
き
九
月
二
＋
六
日

　
　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

※
と
こ
ろ
赤
谷
・
克
雪
セ
ン
タ
ー
前

　
な
お
、
春
に
は
、
町
内
百
八
十
二
名

の
方
々
か
ら
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
・
中
に
は
、
十
回
、
二
十
回

の
協
力
者
も
あ
り
、
献
血
へ
の
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●

　
だ
れ
に
も
で
き
る
人
だ
す
け
が
献
血

で
す
。

　
あ
な
た
が
急
に
血
液
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
は
、
優
先
し
て
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
献
血
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

肝
臓
機
能
検
査
な
ど
も
行
っ
て
く
れ
ま

す
の
で
、
健
康
管
理
の
面
か
ら
も
お
す

す
め
し
ま
す
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
も
、

こ
と
し
で
三
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た
お
金
は

ざ
っ
と
千
四
百
億
円
。

　
一
万
円
札
を
積
み
あ
げ
る
と
、

九
百
四
十
三
メ
ー
ト
ル
、
東
京
タ

ワ
ー
を
三
つ
積
み
重
ね
た
高
さ
に

な
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
お
金
は
、
恵
ま
れ
な
い
人

た
ち
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
に
、
児

童
福
祉
施
設
や
、
か
ら
だ
の
不
自

由
な
人
た
ち
の
施
設
な
ど
に
贈
ら

れ
て
い
ま
す
．

　
小
さ
な
善
意
も
、
つ
も
り
つ
も

る
と
大
き
な
も
の
に
な
る
も
の
で

す
ね
。

　
来
月
か
ら
始
ま
る
〃
赤
い
羽
根
〃

こ
と
し
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

教
委
報
酬
の
一
部
を
と

　
馬
場
さ
ん
か
ら
五
万
円

　
元
町
の
馬
場
卜
禅
さ
ん
か
ら
、
社
会

福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
教
育
委

員
報
酬
の
中
か
ら
五
万
円
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
仁
田
の
山
田
五
作
さ
ん
か
ら
、
養
母

カ
ウ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
三
万
円
。

　
中
屋
敷
の
清
水
慶
蔵
さ
ん
か
ら
、
母

カ
ネ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
二
万
円

を
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
に
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
豊
作
が
期
待
さ
れ
る
中
に
、
み
の
り
の
秋
を
迎
え
、
喜
ば

し
い
限
り
で
す
が
、
こ
と
し
も
被
害
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
す
で
に
、
干
害
、
穂
い
も
ち
病
の
発
生
も
み
ら
れ
、
今
後

の
天
候
に
よ
っ
て
は
、
風
水
害
も
予
想
さ
れ
る
折
か
ら
、
今

月
は
、
損
害
評
価
の
し
く
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

共
済
減
収
量
は

引
受
け
収
量
と
実
収
量
の
差

被
害
が
発
生
し

た
場
合
に
、
共
済

被
害
の
対
象
に
な

る
か
ど
う
か
は
、

減
収
分
が
基
準
収

量
の
三
割
以
上
と

い
う
こ
と
が
条
件

に
な
り
ま
す
の
で

こ
の
場
合
、
早
め

に
部
落
の
損
害
評

価
員
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　
評
価
員
は
、
申
告
に
基
づ
い
て
通
常

早
、
中
、
晩
三
回
の
日
程
で
、
申
告
の

あ
っ
た
被
害
田
の
実
収
量
（
検
見
）
を

評
価
し
ま
す
。

　
実
際
に
、
十
ア
ー
ル
の
被
害
田
を
評

価
し
た
結
果
、
二
百
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
収
量
と
み
な
し
た
場
合
、
三
等
級
と

四
等
級
の
ほ
場
を
例
に
、
共
済
金
の
算

出
方
法
を
示
す
と
別
表
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。
一
等
級
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て

共
済
金
に
五
千
六
百
三
十
円
の
差
が
あ

る
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

評
価
の
公
正
に

　
　
　
二
重
の
チ
エ
ッ
ク

　
基
準
収
量
の
適
正
化
と
、
引
受
け
収

量
の
引
上
げ
が
、
共
済
事
業
の
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
に
説
明

し
た
と
お
り
で
す
の
で
、
こ
こ
で
は
、

評
価
の
公
正
に
つ
い
て
、
そ
の
手
順
を

説
明
し
ま
す
．

　
評
価
は
、
必
ず
三
名
以
上
で
実
施
し

さ
ら
に
、
地
区
ご
と
の
公
平
を
期
す
た

め
に
、
町
の
損
害
評
価
会
が
、
抽
出
に

よ
る
ぬ
き
と
り
調
査
を
毎
回
行
い
ま
す
。

　
そ
の
う
え
、
県
の
き
ぴ
し
い
実
測
調

査
（
坪
刈
り
）
が
あ
っ
て
、
市
町
村
間

の
均
衡
を
は
か
る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
か
に
技
術
と
経
験
を
重

ね
て
も
、
検
見
と
坪
刈
り
と
い
う
方
法

で
は
、
実
収
量
と
の
誤
差
が
な
い
と
は

い
い
き
れ
ま
せ
ん
。

　
ど
う
ぞ
、
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、

評
価
員
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
常
に
稲

の
姿
を
観
察
さ
れ
、
収
量
を
適
正
に
は

あ
く
し
て
お
か
れ
る
と
、
共
済
に
対
す

る
関
心
も
た
か
ま
っ
て
、
相
互
に
よ
り

よ
い
共
済
関
係
が
生
ま
れ
ま
し
ょ
う
。

検見収量260陶の場合の共済金計算例

等
　
級

引受収量

④×07
⑬

謬欝◎ 共済減
収　量

㏄
◎

1晦当り

共済金
⑭

撫
◎×⑭

鞭
④

3
5詣 3髭 2詣 麹 円

270

円
2
4
， 300

4 470 329 260 69 270 18，670
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い
つ
ま
で
も
若
く
い
た
い
、
い
つ
ま

で
も
長
生
き
し
た
い
：
：
：
こ
ん
な
願

い
を
よ
そ
に
、
必
ず
訪
れ
て
く
る
〃
老

年
期
〃
で
す
。

　
か
わ
い
い
お
孫
さ
ん
に
囲
ま
れ
て
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
噸
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
し

た
わ
れ
て
い
る
の
は
、
は
た
で
見
て
い

て
も
気
持
ち
の
よ
い
も
の
で
す
が
、
す

べ
て
の
お
年
寄
り
が
あ
た
た
か
い
家
庭

で
、
や
す
ら
か
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
人
暮
し
の
老
人
、
寝
た
き
り
の
人

子
や
孫
に
扶
養
し
て
も
ら
え
な
い
お
年

寄
り
な
ど
、
気
の
毒
な
、
そ
し
て
悲
惨

な
事
件
が
あ
と
を
た
た
な
い
こ
と
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

皆
さ
ん
も
き
っ
と
、
見
聞
き
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
長
い
間
、
社
会
に
尽
く
さ
れ
た
人
た

ち
の
、
行
く
す
え
が
、
こ
れ
で
は
あ
ま

り
に
も
み
じ
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
年
寄
り
を
い
た
わ
り
、
思
い
や
り

を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
社

会
の
責
任
で
あ
り
、
各
家
庭
で
の
努
め

で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
自
ら
の
老
後
を
豊
か
に
す
る
礎
石
で

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

レ
こ
と
し
米
寿
を
迎
え
ら
れ
、
座
布

　
団
を
受
け
る
中
仙
田
の
高
橋
ミ
ッ

　
さ
ん
。

4　土湯研修旅行で
　くつろぐ皆さん。
　このときは120
名が参加しまし

　たo

　　　に　　祉蟹
盛謹鮎、………i……

　灘縣

馨

議
霧
纏

▲月見荘で語り合うのも楽しみのひとつ。
　　　7／21　仁田のお年寄りたち。

葺嚢i鯉

▲2名の家庭奉仕員は、からだの不自由な人たちのた

　めにと、はりきっていますo

米
山
常
作
さ
ん

　
　
　
　
　
室
島

偽
歳

〃
酒
は

　
一
滴
も

飲
め
ま

せ
ん
が

タ
バ
コ

は
か
た

　
と
き
も

離
し
ま
せ
ん
。
楽
し
み
と
い
え
ば
、
作

場
ま
わ
り
を
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

さ
し
み
、
そ
ぱ
な
ど
の
や
わ
ら
か
い
も

の
が
大
好
き
で
、
食
は
た
い
ら
、
す
も

う
や
レ
ス
リ
ン
グ
の
と
き
は
、
テ
レ
ビ

に
ク
ギ
づ
け
で
す
〃

　
先
年
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
を
終
え
て

な
お
健
在
の
ご
夫
婦
、
奥
さ
ん
は
ひ
ま

ご
さ
ん
の
子
守
り
が
日
課
と
か
、
三
組

の
夫
婦
が
そ
ろ
う
、
う
ら
や
ま
し
い
ご

家
庭
で
し
た
。

貴
田
モ
ヨ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
伊
友
箔
歳

と
町
長
さ
ん
に
お
ど
さ
れ
る
ぜ
！
〃

と
い
っ
か
つ
。
何
で
も
ズ
ケ
ズ
ケ
い
っ

て
、
ほ
が
ら
か
な
お
年
寄
り
で
す
。

　
数
年
前
ま
で
は
、
山
菜
取
り
が
楽
し

み
だ
っ
た
が
、
危
険
な
の
で
今
は
も
っ

ぱ
ら
、
家
の
ま
わ
り
の
散
歩
、
草
取
り

「
役
場

か
ら
来

ま
し
た
」

と
い
っ

た
ら
、

〃
遊
ん

で
い
る

　
　
、
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爪
一
日
．
一
．
．
．
．
．
鰯
一
．
．
．
．
．
．
．
。
．
．
．
．
．
．
．
一
一
一
．
．
．
働
．
．
．
．
一
．
．
．
．
．
．
簡
鞠
一
一
一
．
．
．
『
周
一
．
一
．
．
．
噂
一
曙
一
瞬
一
・
．
．
．
騨
爾
亨
．
．
一
一
一
ぞ
．
．
日
『
マ
．
．
．
騨
マ
・
．
一
一
マ
・
…
マ
言
一
玉
ξ
三
ぎ
・
言
一
一
・
毒
マ
昌
一
願
言
・
一
ξ
三
ξ
一
一
。
齢
・
ξ
・
き
ぞ
．
一
一
ξ
●
き
…
三
一
5

川
西
ダ
ム
周
辺

　
　
　
　
　
　
　
に
よ
せ
る

　
　
別
掲
の
川
西
ダ
ム
完
成
を
ま
じ
か

歴
に
し
て
、
そ
の
周
辺
に
ス
ポ
ッ
ト
を

一
あ
て
て
み
ま
し
た
。

一
　
満
水
時
に
は
、
百
十
八
万
ト
ン
を

一
た
た
え
る
と
い
う
こ
の
ダ
ム
、
実
は

画
今
あ
る
松
葉
沢
溜
め
池
の
七
・
五
倍

唖
に
も
及
ぶ
貯
水
量
と
な
り
、
水
面
面

噸
積
は
な
ん
と
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り
の

噸
大
規
模
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

隔
　
こ
こ
か
ら
流
れ
出
る
水
は
、
フ
ロ

鰍
ー
ト
式
取
水
施
設
と
い
っ
て
、
水
位

鰍
が
下
が
っ
て
も
、
常
に
表
面
の
水
を

｝
供
給
す
る
と
い
う
近
代
的
な
も
の
、

回
　
世
紀
の
大
事
業
、
六
百
二
十
二
へ

一
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
を
潤
す
原
動
力
と

川
な
り
ま
す
。

1。81111・・。908111・・●●Oll婁，・9・’lll09…0巳II89…180880…。9189・…18080。・…081ll…991110…108lO，．・・II陰59，．・・1

鶴
厨

　
来
春
に
は
、
青
く
神
秘
的
に
す
み

わ
た
る
湖
面
に
、
周
囲
の
緑
が
ま
ば

ゆ
い
は
か
り
に
う
つ
し
出
さ
れ
る
こ

と
で
し
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
せ
っ
か
く
の
美
し
い

川
西
ダ
ム
、
目
的
が
産
業
用
と
は
い

い
な
が
ら
、
広
範
囲
の
利
用
方
法
を

と
考
え
る
の
は
、
少
な
か
ら
ぬ
町
民

の
希
望
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
す
ぐ
裏
山
に
は
節
黒
城
跡
も
そ
ぴ

え
て
い
ま
す
。
城
跡
と
ダ
ム
を
結
ぶ

だ
け
で
も
、
観
光
、
名
所
の
一
つ
に

は
な
り
ま
す
が
、
も
う
少
し
手
を
加

え
て
、
〃
自
然
休
養
村
〃
的
な
も
の

は
不
可
能
で
し
ょ
う
か
。

　
　
職
　
難
　
　
そ
う
い
え
ぱ
、

　
　
羅
　
灘
難
町
総
合
開
発
計
画

垂
灘
藏
観
％
警

鑛
雛
い
ま
し
た
・

　
　
　
　
　
〃
中
部
丘
陵
圏

　
　
　
　
に
点
在
す
る
千
手

舞
　
　
　
城
跡
、
節
黒
城
跡

　
　
　
　
一
　
　
　
　
、

．

灘
難
購

　
　
彙
蘇　　　　　難灘

タ
ム
庄
司
山
を

峰
方
線
の
開
削
で

結
ぴ
、
観
光
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の

整
備
を
し
た
い
。
“

；
・
：
・
・
：
と
。

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
卵

　
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
ち
ょ
く
ち
ょ
く
レ

拝
見
で
き
ま
す
が
、
山
野
や
森
林
公
｝

園
を
利
用
し
て
、
丸
太
の
ハ
ー
ド
ル
、
　
回

つ
り
橋
、
タ
ー
ザ
ン
と
ぴ
：
：
：
な
ど
一

野
外
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
、
自
然
に
湘

親
し
み
な
が
ら
体
力
づ
く
り
が
で
き
刈

る
施
設
で
す
．
　
　
　
　
　
袖

　
山
の
起
伏
を
こ
わ
す
こ
と
な
く
、
　
噸

老
若
男
女
が
親
し
め
る
ア
ス
レ
テ
ェ
　
㌦

ッ
ク
．
フ
ィ
ー
ル
ド
の
種
類
は
豊
富
㌦

な
の
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
ダ
ム
周
辺
の
遊
歩
道
を
散
策
す
る
い

の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
ほ
と
り
に
並
｝

ぷ
色
と
り
ど
り
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
か
ら
一

は
、
健
康
色
豊
か
な
若
人
の
歓
声
が
一

響
き
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
ボ
ー
ト
画

を
こ
き
出
す
人
も
あ
り
ま
し
た
。
　
　
蜘

　
の
ん
ぴ
り
と
つ
り
糸
を
た
れ
れ
ば
噺

こ
い
、
に
じ
ま
す
な
ど
が
銀
り
ん
を
蜘

な
ど
、
耳
は
遠
い
が
、
過
去
病
気
ら
し

い
病
気
は
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
甘
い
も
の
を
好
ま
ず
、
塩
分
の
多
い

も
の
、
野
菜
が
大
好
き
だ
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

江
ロ
鶴
治
さ
ん

　
　
　
小
白
倉
q
歳

“
目
が
ち
つ
と
不
自
由
だ
が
の
オ
、
耳

は
良
く
聞
こ
え
る
し
、
晩
し
や
く
は
毎

日
一
合
ぐ
ら
い
だ
の
オ
ー
〃
、
草
刈
り

を
日
課
に
す
る
と
い
う
た
っ
し
ゃ
な
お

じ
い
さ
ん
、
塩
分
を
少
な
め
に
、
米
食

を
平
均
に
と
る
と
い
い
ま
す
。

　
〃
あ

た
り
の

し
ょ
と

話
し
合

う
こ
と

と
、
宗

教
の
話

を
研
究
す
る
の
が
楽
し
み
で
の
オ
〃
、

働
く
こ
と
が
趣
味
と
い
う
江
口
さ
ん
は

小
作
か
ら
一
躍
仙
田
で
も
大
農
に
し
あ

げ
た
苦
労
人
だ
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

か
わ
い
が
ら
れ
る

年
寄
り
に
な
り
ま

し
ょ
＞
つ

老
連
会
長
藤
本
秀
雄
さ
ん

お
ど
ら
せ
ま
す
。

　
広
場
に
は
、
休
憩
棟
や
管
理
棟
も

あ
り
ま
し
た
・
：
：
：
：
。

　
き
れ
い
な
空
気
の
中
で
、
知
ら
ぬ

ま
に
で
き
る
体
力
づ
く
り
、
こ
ん
な

　
ダ
ム
完
成
を
目
前
に
、
無
限
に
夢
訓

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
ら
、
〃
雪
〃
と
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

環
境
こ
そ
、
観
光
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

ョ
ン
の
拠
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
併

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

七
十
五
歳
以
上
は
四
百
五
十
七
人

　
き
ら

わ
れ
な

い
か
わ

い
が
ら

れ
る
年

寄
り
に

な
り
ま

い
う
現
実
の
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気
蜘

づ
き
ま
し
た
。

臨
僧
マ
．
．
昌
賜
＝
一
・
・
．
一
蓄
一
一
一
・
・
．
昌
一
口
騨
。
9
D
．

蜘
　
民
俗

8
一
＝
一
・
も
一
言
＝

資

　
　
　
　
　
㌦

一
。
・
・
一
昌
卿
一
・
●
・
三
一
＝
鴨
。
。
三
一
一
一
．
●
●
酬

料

　
　
灘
　
．

．
．
一
爾
．
．
．
．
＝
．
．
一
一
一
日
号
．
喜
韓
1
．
日
．
一
一
．
．
篭
．
．
一
幽
一
．
．
．
三
．
閥
一
．
．
．
．
．
簡
噌
哺
扁
畢
覧
．
．
昌
．
一
．
9
．
．
．
．
僧
鱒
一
葡
一
．
．
喜
一
一
三
．
一
一
一
マ
．
一
一
一
マ
．
．
爾
一
ミ
．
．
韓
葡
マ
．
“
亨
三
一
亨
三
ぎ
三
㍉
戸
）
、
押
木
二
吉
（
田
戸
）

　
最
近
、
と
み
に
画
囹
入
手
品
し
る
し
ぱ
ん
て
ん
、
腹
か

蝿
那
憾
瓢
攣
羅
馨
櫛
耕

　
　
　
　
　
　
　
ド
畜
用
の
え
さ
つ
き
　
一
升
斗
棒

ル
ド
と
い
う
の
が
嘗
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
樋
暴
助
（
田

　
こ
と
し
、
町
内
で
七
十
五
歳
以
上
の

お
年
寄
り
は
四
百
六
十
五
名
で
す
。
（
高

齢
者
は
別
掲
番
付
表
の
と
お
り
）

　
恒
例
の
よ
う
に
、
こ
の
人
た
ち
全
員

に
、
敬
老
祝
金
を
、
ま
た
、
県
か
ら
は

町の長寿者番付

お
菓
子
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
八
十
歳
を
迎
え
た
人
に

は
、
町
か
ら
湯
の
み
茶
わ
ん
を
、
九
十

歳
の
人
に
は
、
県
か
ら
座
布
団
が
贈
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
ょ
う
。

　
ふ
り
か
え
っ
て
、
自
分
で
満
足
で
き

る
何
か
が
あ
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
与
え
ら
れ
る
福
祉
に
あ
ま
え
る
こ
と

な
く
、
し
あ
わ
せ
を
、
自
分
た
ち
で
つ

か
ま
え
る
努
力
を
忘
れ
た
く
な
い
も
の
。

　
く
よ
く
よ
せ
ず
に
、
長
生
き
し
ま
し

ょ
う
。

氏　　名 住所 齢 氏　　名 住所 齢

沢ロキセ 下平新田 95 横綱 水品モン 新町新田 94

貴田モヨ 伊　　友 93 大関 米山常作 室　　島 95

丸山ミテ 木　　落 92 関脇 江匂鶴治 小白倉 91

平野徳平 四郎兼 91 小結 田中サチ 仁　　田 91

蔵品ムメ 霜　　条 90 前頭 星野イノ 野　　口 90

中條トミ 元　　町 90 2 平野荘二 中島町 90

茂野トク 室・島 90 5 上村省司 下平新田 89

大海ラク 霜　　条 田 4 数藤忠吉 発電所通り 89

田村元吉 赤　　谷 89 5 星名ゲン 伊　　友 89

相崎由松 沖　　立 88 6 高橋元吉 大白倉 88

中島ツチ 中島町 88 7 高橋松蔵 田　　戸 88

平野シゲ 四郎兼 88 8 高橋マス 三　　領 88

田村ミン 鶴　　吉 88 9 平野政直 東善寺 88

田中ムメ 神社町 88 10 数藤丑三郎 学校町 87

登坂紺治 岩　　瀬 87 十両 上村耕平 木　　島 87

登坂ヒロ 赤　　谷 87 2 根津力子 原　　田 87

高橋ミツ 中仙田 87 5 星名正治 伊　　友 87

星名オト 霜　　条 87 4 小林吉太郎 元　　町 87

山家トヤ 木　　落 87 5 藤田トク 根　　深 87

茂野万治郎 藤　　沢 86 6 中川トキ 仁　　田 86

小林コイ 中仙田 86 7 小川富治 赤　　谷 86

相崎マチ 下平新田 86 8 長谷川千代松 赤　　谷 ％

酒井クラ 上　　町 86 9 相崎軍平 下平新田 86

星名ミヨ 高原田 86 10 登坂ヨ子 岩　　瀬 86

須藤房野 仁　　田 86 11 中村ソモ 大白倉 86
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秋
の
農
作
業
を

　
　
　
安
全
に
進
め
ま
し
ょ
う
！

　
農
業
の
近
代
化
と
と
も
に
、
使
用
す

る
農
業
機
械
は
、
す
べ
て
動
力
化
し
、

大
型
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
農
業
も
重
労
働
か
ら
解

放
さ
れ
、
大
幅
に
労
働
生
産
性
が
向
上

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
反
面
、
常
に
農
作
業
事
故

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
事
故
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
県
に
お
い
て
は

事
故
防
止
運
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に

農
業
機
械
の
安
全
性
検
査
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

　
町
で
も
、
農
業
構
造
改
善
事
業
な
ど

に
よ
り
、
急
速
に
機
械
化
が
進
ん
だ
こ

と
か
ら
、
　
「
農
作
業
安
全
緊
急
特
別
対

策
事
業
」
を
導
入
し
、
事
故
の
防
止
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
収
穫
作
業
の
集
中

す
る
今
月
五
日
か
ら
、
来
月
十
五
日
ま

で
の
四
十
日
間
を
、
特
に
「
秋
の
農
作

業
安
全
期
間
」
と
定
め
、
町
ぐ
る
み
で

事
故
防
止
に
努
め
て
い
た
だ
く
乙
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
農
作
業
に
従
事
す

聯ン

Q0

　　　　1〆／∠イ
　　　　　プσ●、

’噂讐1
5㌧締罰畠’。

■　oぐ　　　八
盲0

る
方
々
は
も
と
よ
り
、
町
民
各
位
が
、

次
の
点
に
留
意
さ
れ
、
事
故
の
な
い
楽

し
い
秋
作
業
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

囹
農
業
機
械
等
を
運
転
す
る
人
は
、
国

県
道
や
主
要
町
道
に
入
る
際
、
　
一
旦
停

止
す
る
な
ど
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
。

囹
機
械
は
、
使
用
日
ま
で
に
十
分
な
点

検
、
整
備
を
行
う
こ
と
。

囹
作
業
中
は
、
作
業
員
以
外
の
人
の
接

近
を
さ
け
る
と
と
も
に
、
作
業
員
事
故

の
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

囹
作
業
中
の
故
障
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン

を
停
止
し
て
か
ら
、
点
検
す
る
こ
と
。

囹
作
業
の
服
装
は
、
安
全
が
確
保
で
き

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

圃
作
業
計
画
は
、
無
理
の
な
い
日
程
で

余
裕
を
も
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
。

囹
乾
燥
機
な
ど
の
火
気
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
、
あ
わ
せ
て
、
専
用
消
火

器
の
配
置
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

囹
万
一
の
事
故
に
備
え
、
生
産
組
織
等

は
労
災
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
。

典

9月
征圧月向

早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
決
め
手

　
現
代
医
学
の
難
病
の
一
つ
に
ガ
ン
が

あ
り
ま
す
。
ガ
ン
は
無
症
状
の
う
ち
に

芽
ぱ
え
、
そ
し
て
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
お
そ
ろ
し
い

ガ
ン
で
も
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で

な
お
り
ま
す
の
で
、
ガ
ン
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
年
一
回
は
定

期
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
．

【
危
険
信
号
】

冨
円
ガ
ン
　
長
い
間
胃
の
ぐ
あ
い
が

　
悪
く
な
い
か
、
食
欲
が
な
く
好
み
が

　
か
わ
っ
た
り
し
な
い
か
。

▽
子
宮
ガ
ン
お
り
も
の
が
ふ
え
た

　
り
不
正
出
血
は
な
い
か
。

▽
乳
ガ
ン
　
乳
房
の
中
に
、
長
く
消

　
え
な
い
し
こ
り
は
な
い
か
。

▽
肺
ガ
ン
　
せ
き
が
長
く
続
い
た
り

　
た
ん
に
血
が
ま
じ
っ
た
り
し
な
い
か
。

▽
大
腸
、
直
腸
便
に
血
や
粘
液
が

　
ま
じ
っ
た
り
し
な
い
か
。

　
詠
進
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
自
作
の
歌
、
　
一
人
一
首
（
未
発
表
）

二
、
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書
の

　
こ
と
。
　
（
代
筆
の
場
合
は
、
理
由
を

添
付
）

三
、
半
紙
は
、
二
つ
折
り
に
し
、
右
半
面

　
に
お
題
と
歌
、
左
半
面
に
住
所
、
氏

　
名
（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
及
ぴ

　
職
業
を
記
入
す
る
。

四
、
詠
進
の
期
間
は
、
十
月
十
一
日
ま
で
。

五
、
あ
て
先
は
、
繭
丁
一
〇
〇
、
千
代
田
区

　
千
代
田
一
番
一
号
、
宮
内
庁
、
と
し

　
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
る
こ
と
。

ロロリリリ　しロありりり　ロリロロロリリロロリリコ

　8月の交通事故発生件数　1
　　　　　　　　　累計　　1
　　　　　　　　　　　ロ
　件数3⑬12㈱1　　　　　　　　　　　ユ
傷者3（4）15㈱1　　　　　　　　　　　ロ

　死者O（0）0②1
　　　　　　　　　　　ロ酒よい　　1（1）　1（1）1
　　　　　　　　　　　ロ酒気おぴ　　3②　　8㈹　1
　　（）内は前年件数　　　1
　　　　　　　　　　　暫

一
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
2
＝
＝
＝
＝

フロぢo
ノツ響

　
　
へ

4イ
↑
ぞ
奏
案
絵
須

旋回時、回転部分に周囲の人が接

触したり巻きこまれないように十

分注意をする。

郵
便
物
が
ま
ち
が
っ
て

配
達
さ
れ
た
ら

　
郵
便
局
で
は
、
郵
便
を
ま
ち
が
っ
て

配
達
し
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
お
り

ま
す
が
、
も
し
、
ま
ち
が
っ
て
配
達
さ

れ
た
と
き
は
、
お
手
数
で
す
が
、
そ
の

旨
を
適
当
な
紙
に
書
い
て
は
り
、
お
近

く
の
ポ
ス
ト
ヘ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
際
、
　
「
ま
ち
が
っ
て
配
達
さ
れ

ま
し
た
」
と
だ
け
書
き
ま
す
と
、
ど
こ

の
家
へ
ま
ち
が
っ
て
配
達
し
た
か
わ
か

り
ま
せ
ん
の
で
、
お
宅
の
住
所
、
氏
名

高
橋
麻
由
子

関
口
　
昌
生

平
野
由
美

片
桐
あ
ゆ
み

中
川
靖
芋

数
藤
健
太
郎

大
野
美
保

文
夫
長
女

宗
一
三
男

由
隆
長
女

喜
久
男
長
女

進
　
二
女

司
郎
長
男

常
範
土
女

坪
山

中
島
町

四
郎
兼

小
白
倉

仁
田

沖
立

大
白
倉

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

小
島
國
平

高
橋
正

高
橋
　
ハ
マ

丸
山
徳
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
木

．
鰐
．
飛
．
考
鐵
繕
㎜
　

　
　
　
　
　
　
53
年
歌
会
始

　
五
十
三
年
の
歌
会
始
の
お
題
は
、
「
母
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
母
（
は
は
）
は
、
　
「
た
ら
ち
ね
」
、

「
め
お
や
」
な
ど
と
用
い
て
も
結
構
で

す
が
、
母
国
、
母
校
な
ど
と
し
て
は
用

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

樋
口
仁

白
川
真
実
子

上
村
到

高
橋
重
人

北
野
め
ぐ
み

敷
藤
真
弥
子

信齊博喜敬猛
行　 行芳一

二
男
中
仙
田

長
女
発
電
所
通

長長長長
女女：男男

沖栄原上

立町田野
羽
鳥

キカ慶藤テノ￥
サウ作松フル

新
町
新
田

中
仙
田

三
領

根
深

高
倉

田
中
町

野
　
口

四
＋
歩

仁
田

中
屋
敷

八八八八八七七六六四
二一一〇〇九〇六〇九

【
訂
正
】

　
前
号
の
こ
の
欄
で
、
次
の
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詑
ぴ
し
ま
す
。

◎
「
昇
天
ー
」
の
欄

　
　
　
　
　

窪
田
幸
雄

　
　
　
　
　

　
窪
田
　
章
雄
　
の
誤
り
で
し
た
。

小
わ
琶

壁贋
太
田
白
南
風
選

赤
谷
高
橋
笑
子

◎
大
花
火
大
喝
釆
の
渦
に
消
ゆ

◎
大
輪
の
朝
顔
に
陽
の
大
い
な
る

　
暑
を
凌
ぐ
朝
顔
に
窓
か
く
れ
た
る

　
朝
顔
の
葉
も
花
も
垂
れ
昼
し
づ
か

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

◎
朝
顔
の
縄
一
筋
を
囲
み
咲
く

　
大
根
蒔
く
鍬
に
残
暑
の
陽
が
光
り

　
ひ
ま
わ
り
も
実
と
な
り
暑
さ
続
き
を
り

　
高
原
の
宿
の
朝
顔
お
く
れ
咲
き

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
岳
陽

　
ガ
ラ
ス
戸
に
映
り
朝
顔
紺
つ
よ
し

　
支
柱
か
ら
垂
れ
て
朝
顔
咲
き
乱
れ

　
砥
ぐ
石
の
焼
け
る
残
暑
に
実
る
早
稲

　
滝
し
ぶ
き
浴
ぴ
つ
＼
清
津
峡
の
ぼ
る

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
片
桐
　
玉
章

　
夏
帽
の
娘
も
手
伝
え
る
麦
の
秋

　
肩
車
せ
る
父
多
し
夏
祭

　
か
な
か
な
の
声
遠
ざ
か
り
子
は
眠
る

　
通
り
雨
晴
れ
上
り
た
る
葉
鶏
頭

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
水
月

　
風
も
な
く
残
る
暑
さ
に
日
は
落
ち
ぬ

　
秋
暑
し
湧
き
水
汲
め
ば
水
の
紋

　
朝
顔
や
小
さ
き
名
札
も
磨
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
上
野
入
沢
宏
予

　
な
つ
か
し
き
螢
草
あ
り
仙
田
路
に

　
満
山
の
緑
あ
ふ
る
る
谷
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

　
草
か
げ
に
清
水
湧
き
を
り
古
茶
椀

　
添
え
寝
子
の
寝
息
に
団
扇
の
手
を
休
め

　
　
　
　
　
　
　
千
手
山
賀
春
江

　
迎
え
火
や
谷
間
の
家
の
十
数
軒

　
み
や
ま
鳴
き
て
か
な
し
き
ま
で
に
旅
心

　
　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
　
文
峯

　
日
輪
の
如
く
ひ
ま
わ
り
日
に
向
ひ

　
こ
ろ
ぴ
芋
手
入
れ
終
り
て
夏
祭




